


本や映像などで解説を見て、理屈としては理解していても、客観的に自身の絵に置き換えて考えられなければ、なかなか身につかないものです。
「自分自身の本当の気づき」として、学んだ事が深く理解できるよう、適切なタイミングと、個々に合わせた方法で、インストラクターが
アドバイスをしていきます。
師がスキルや考えを一方向的に教え、生徒はただそれを覚える、というような受動的な学びのスタイルではなく、受講生が自らが感じ、
自ら気づく力を育てる事で、「本当の学び」を得る事ができます。
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こんなお悩み
ありませんか？

アートマインド画力で

解決 します！

リアルのものを描くには、いくつかの重要なポイントがあります。
ものの見方を少し変えて、そのポイントに気づく事ができれば、描き方は大きく変わります。

形がうまく取れない
リアルに描けず、
イラストになってしまう

本や映像を見てみたけど、
上達しなかった

プロのアーティストが
どう描いているのか知りたい

絵に興味があるけど、
何から初めていいかわからない

描きたいものはあるけど、
見た目が複雑で難しい

アートマインド画力認定講座は、
独自のRSSメソッドで実践するから、着実に身につく！
絵が描けるようになりたいけど、絵の基礎はなんだか難しそうで続かないかも ...
と思っていませんか？

Respect Stage produce Socialize

Step . 1 Step . 2 Step . 3

実際に描く前に、
まずはモチーフの魅力や特徴を
詳しく観察していきます

受講生同士の鑑賞会と
プロの作品鑑賞で、
客観的にを観る目を養います

全体の彩色をする前に、
骨格となる部分の彩色を行い
絵のステージを作っていきます

RSSメソッドとは？

この講座のインストラクターの特徴

技術だけでは、新しい作品を生み出せません。
新しい物を生み出すには、自分の周りの世界を観察する力、そこから感じ取る力、発想する力、生み出すエネルギーが必要になります。
私達はこの力をアートマインドと呼んでいます。
アートマインド画力認定講座では、描く技術をつけると共に、プロのアーティストの作品や考え方に触れながら、このアートマインドを
育てます。アート創作力や芸術教養はもちろんの事、人が生きる上で重要な、観察力・思考力・物を創造する意欲・美意識・
自己受容力などを総合的に高めます。

アートマインドとは？

ここは
こんな色なんだ！

思ったより茎が
カクカクしてるなぁ

同じモチーフを
プロはどう描いている？

作品の背景を知ると、
なぜこう描いたかが
分かる！

自分の作品に対して
客観的な意見が聞きたい

効率的な上達法が知りたい
画材を買ってみたけど
扱いにくく結局使っていない
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【作品解説・開発協力】
河野恵梨子
武蔵野美術大学
造形学部芸術文化学科卒業
学芸員資格保有

【指導メソッド開発協力】
鈴木マグラクレン美保
文部科学省所管（一財）
生涯学習開発財団認定コーチ
人を目標達成に導くプロフェッショナル

【資料協力 / インタビュー協力】
田中 永峰 良佑
現代美術作家
東京藝術大学大学院修士課程卒業

アートマインド画力  認定講座 Point ご紹介！5

1.

扱いが簡単な「油彩色鉛筆」で
楽しく描ける！3 .

その場にいるだけで
アートツアーが体感できる !2 .

漠然とただ描くのではなく、きちんとポイントを押さえて、考えながら描く。
多くの方が、独学で挫折をする原因はここにあります。
①モチーフ観察【Respect】
②舞台演出【Stage produce】
③作品の社交【Socialize】
この基本3ステップに加え、立体的に描くとは何か、空間を描くとはどういう
事か、観察の仕方からそれを再現する方法まで、初心者の方にも無理のない
ステップで学んでいきます。

美術館に行ったり、テレビなどで絵を見たとき、この絵のどこがいいのだろう、
と思うことはありませんか？
また、好みの作品を観て、こういう絵が描きたいのだけど何から始めれば良いか
分からない、などと思うことはありませんか？
この講座では、毎回描いたモチーフに関連するプロの作品を紹介するアート
ツアーを行います。直前に描いたものと近い作品をピックアップしているため、
技術的に参考にしやすく、自分ならどういう作品にするだろう、と考える
きっかけになります。表現の仕方は十人十色ということを感じ、より自由な
発想ができるよう、楽しんで学んでいきます。

アートマインド画力認定講座は、2級から養成講座にかけて、段々と難しいものが
描けるようになるためのステップが組まれています。
描くことの基礎から、徐々に広い空間や複雑なモチーフが描けるようになり、
自身で作品を構成できるようにステップアップしていきます。
インストラクター養成講座では、基礎集中講座で画力のベースをアップし、
確かなスキルを身につけていきます。

【テクニカルアドバイザー】
杉田 陽平
現代美術作家
武蔵野美術大学造形学部油絵科主席卒業

【資料協力 / インタビュー協力】
ヘザー・ミドリ・ヤマダ
多数の大手企業等にコレクションされる、

日系 3 世のカナダ人アーティスト

カナダを拠点に活動中

【資料協力 /インタビュー協力】
坪山 小百合
美術家・画家・イラストレーター
東京藝術大学大学院修士課程修了

鉛筆デッサンや油絵、水彩画など、絵を描く
ための画材はたくさんあります。
ですが部屋が汚れてしまう画材はハードルが
高く、モノクロのデッサンはとっつきにくくて
難しそう。
そんな多くの方の意見から、この講座では油彩
色鉛筆をセレクトしました。
油彩色鉛筆は発色が良く、筆圧やタッチを使い
こなせれば、単体でも十分作品となり得る画材
です。
特別にアトリエを持っていなくても、どこでも
使えて、色を重ねて混色をしたり、繊細な表現も
しやすい事から、学びの多い画材です。

認定を取得して
スキルアップを実感できる！4 .

講座独自のRSSメソッド
すぐに上達するテクニック満載！

多数のアーティストや
専門家の協力で作られました！5 .

【資料協力/インタビュー協力】

西村 有未
現代美術作家
京都市立芸術大学大学院
美術研究科博士




